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PSMOSキャンペーン期間に信楽で観測された熱圏中性大気ダイナミクス

Neutral Atmospheric Dynamics in the Thermosphere observed at Shigaraki Observatory
during PSMOS campaign
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1998 年 1 月に信楽観測所を中心に実施された国内 PSMOS キャンペーンにおいて、中間圏・下部熱圏の中性大気

ダイナミクスを対象に MU レーダと光学機器の同時観測が行われた。本研究ではこの時に行われた通信総合研究所

の全天型ファブリペロー干渉計を用いた大気光 OI557.7nm の観測から推定された中性大気の水平風と、MU レーダ

流星モードで得られた中性風観測の結果比較を行う。両者の風速変動は概ね良い一致を示した。風速に高度方向の

シアーが見られる際には、そのシアー間で振動する風速変動が見られた。また水平風の２次元分布比較では高度方

向のシアーが存在するとき、異なる高度の風向に対応する２つのピークが FPI の水平風に見られることがあった。

1998 年 1 月に京都大学信楽 MU レーダー観測所を中心に実施された国内PSMOS キャンペーンにおいて、中間圏・

下部熱圏の中性大気ダイナミクスを対象に MU レーダと光学機器の同時観測が行われた。本研究ではこのキャン

ペーン時に行われた、通信総合研究所の全天型ファブリペロー干渉計(CRLFPI)を用いた大気光 OI557.7nm の観測か

ら推定された中性大気の水平風とMUレーダ流星モードで得られた中性風観測の結果比較を行う。大気光OI557.7nm

は高度約95km付近で最大の発光を持つと考えられる。これより、MUレーダで観測された風速のうち高度93,95,97km

の風速との比較を行った。ファブリペロー干渉計の時間分解能は５分３３秒であるが、SN 比向上のために隣り合

う２つのデータを重ね合わせて１１分０６秒の時間分解能で解析を行った。一方ＭＵレーダーの時間分解能は３０

分とした。

1 月 24、28，31 日の 3 例について、CRLFPI の結果に VAD 法を用いて得られた水平風の東西・南北成分は両者で

よい一致を示した。風速に高度方向のシアーが見られる際には、そのシアー間で振動する風速変動が見られた。こ

れは水平面内で発光層のピークが高度方向に変動していることを示している可能性がある。また水平風の２次元分

布とレーダの比較を行うと、高度方向のシアーが存在するとき、異なる高度の風向に対応する２つのピークがFPI

の水平風に見られることがあった。これは空間的にOI557.7nm の発光層高度が変化している事を示している可能性

がある。


